
［メモ］： 自分の声など、ごく近い音声の録音に適しています。
［会話］： 会話の録音に適しています。
［音楽］： 楽器演奏や野外録音など、臨場感のある録音をしたいときに適しています。
［LP］： 会話より音質を抑えた長時間の録音に適しています。

ヒント
・ ［メモ］は、内蔵マイクを話し手の口に近づける（5 ～ 10cm）とはっきり録音できます。

ボイストレック

VN-551PC
JP  取扱説明書

お買い上げいただきありがとうございます。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を正しく安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

• 失敗のない録音をするために試し録りをしてください。
• ご使用前に必ず「安全に正しくお使いいただくために」をお読みください。
• ファームアップにより機能の追加・変更があった場合は、内容が異なります。
最新情報は当社ホームページをご確認ください。

• 本製品を購入した国・地域以外での使用については、その国・地域の規則に
違反する恐れがありますので、当社では一切の責任は負えません。

はじめに
• 本書の内容については、将来予告なしに変更する場合があります。商品名、型番など、最新の情報
についてはカスタマーサポートセンターまでお問い合わせください。

• 本書の内容については、万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点、誤り、記載もれなど、
お気づきの点がございましたらカスタマーサポートセンターまでご連絡ください。

• 本書の著作権はOMデジタルソリューションズ株式会社が所有しております。本書の内容の一部ま
たは全部を無断で複写することは、個人としてご利用になる場合を除き、禁止します。また、無断転
載は固くお断りします。

• 本製品の不適当な使用による万一の損害や、逸失利益、または第三者からのいかなる請求に関して
も、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承ください。

商標および登録商標について

• ボイストレック（Voice-Trek）はOMデジタルソリューションズ株式会社の登録商標です。

その他の本説明書に記載されているすべてのブランド名または商品名は、それらの所有者の商標また
は登録商標です
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本書は、本書記載内容で無料修理を行なうことをお約束するものです。お買い上げの日
から 1年以内に故障した場合は本書をご提示の上お買い上げの販売店または当社サービ
スステーションに修理をご依頼ください。

保 証 書

＜保証規定＞
1. この保証書は、取扱説明書、品質表示ラベル
等の注意書に従った正常なお取扱いにより発
生した故障に対して、お買い上げ日から満一
年間、当社が無料修理の責任を負うことを保
証するものです。

2. 本製品の製造打ち切り後、6年間は本製品の
アフターサービスについて対応いたします。
但し、当該アフターサービス対応については、
故障の状況、本製品に対応する補修用性能部
品の有無、及び保有している場合はその期間
（製造打ち切り後 6年間を目安に保有いたし
ます）等に応じ、当社の判断で、本製品の修
理又は同等品への交換（製品交換）のいずれ
かにて対応させて頂きます。

3. 販売店、当社修理センターまたはサービスス
テーションにご送付・持参いただくに際して
の諸費用は、お客様にご負担願います。製品
を送る場合は、必ず書留小包または宅配便を
ご利用ください。また販売店と当社間の運賃
諸掛につきましては、輸送方法によって（問
屋便以外を使用した場合）一部ご負担いただ
く場合があります。

4. 交換が行われた部品（もしくは製品）の所有
権は当社に帰属し、返却はいたしません。

5. ご転居、ご贈答品等でお買い上げ販売店に依
頼できない場合は、最寄りの当社サービスス
テーションにお問い合わせください。

6. この保証書は、本書に明示した期間、条件の元に
おいて無料修理をお約束するものです。従って、
この保証書は、OMデジタルソリューションズ株
式会社、及びそれ以外の事業者に対するお客様の
法律上の権利を制限するものではありません。

7. 本製品の故障に起因する付随的損害（録音、
再生に要した諸費用及び録音、再生により得
べかりし利益の損失等）については保証致し
かねます。

8. 保証期間内でも次のような場合には有料修理
になります。
イ . ご使用上の誤り及び当社修理センターま
たはサービスステーション及び指定する
修理取扱い所以外で行われた修理・改造・
分解・掃除等による故障。

ロ . お買い上げ後の輸送、落下等による故障
及び損傷。

ハ .  火災・異常電圧・地震・水害・落雷・公害・
その他、天災・地変による破損又は故障。

ニ .  本書のご提示がない場合。
ホ . 本書にお買い上げ年月日、シリアル No.、
販売店名の記入のない場合、あるいは字
句を書き替えられた場合。

ヘ . 電池等の消耗品による故障。
9. 保証の対象は本体のみです。

＜保証書取扱い上の注意＞
本書は日本国内においてのみ有効です。（THIS 
WARRANTY CARD IS VALID ONLY IN JAPAN）
販売店名およびお買い上げ年月日が記載されて
いることを確認してください。記入もれがあっ
た場合は直ちにお買い上げの販売店にお申し出
ください。

＜保証責任者・保証履行者＞
OMデジタルソリューションズ株式会社
〒 192-0033 東京都八王子市高倉町 49-3

無料修理保証期間

ボイストレック

部　品　代

型　　　　名

無　　　　料1年

修　理　工　料

VN-551PC
お買い上げ日 　年　 　月　 　日

本　　　体

品　　　名

シリアル№

販　売　店　名

録音をする

録音中の音声を聞くには

市販のイヤホンを本機のqジャックに差し込むと、録音中の音声を聞くことができます。録音
モニターの音量は＋または－ボタンを使用して調節できます。
・ イヤホンは同梱されていません。市販のイヤホンをご使用ください。
・ 音量を変えても録音レベルは変化しません。

ご注意
・ 耳への刺激を避けるため、音量を［00］にしてからイヤホンを入れてください。
・ ハウリングをおこしますので、録音中はイヤホンをマイクに近づけないでください。

外部マイクや他の機器と接続して録音する

本機の mジャックに外部マイクや他の機器を接続し、音声を録音できます。録音中は本機の
ジャックに抜き差しをしないでください。
・ プラグインパワー対応のマイクがご使用になれます。ご使用いただける外部マイクは「アク
セサリー（別売）」をご覧ください。

・ 外部機器を接続する場合、試し録りをして外部機器の出力レベルを調整してください。

本機では［メモ］［会話］［音楽］［LP］の 4種類の録音シーンを選べます。録音した音声は、
選んだ録音シーンと同じフォルダに保存（各フォルダに最大 199件）されます。

{ { {

n（録音シーン・フォルダ／
ノイズキャンセル）ボタン

本書はこの記載で、押すボタンと、操作後の画面（矢印（{）の先）を表します。

{

録音スイッチ

録音中は LED表示ランプが点灯します。

録音スイッチを上側にスライドさせると録音が始まります。

録音を停止する

録音スイッチを下側にスライドさせる
・ 新しく録音した音声は、選んだフォルダの一番後ろに保存されます。

ご注意
・ 失敗のない録音をするために試し録りをしてください。
・ 録音の頭切れを防ぐために、LED 表示ランプの点灯やディスプレイの録音表示を確認してから録音を行ってください。
・ ［FULL］と表示された場合、これ以上録音できません。不要なファイルを消去してから録音をしてください。
・ 録音可能な残り時間が 60 秒になると LED表示ランプが点滅を開始し、30 秒、10 秒と残量が減るにつれて点滅が早くなります。

＋ボタン

－ボタン

q（イヤホン）ジャック

m（マイク）ジャック

ファイルを再生する

{

p（再生・一時停止）ボタン
＋ボタン／－ボタン

音量を調節する

・ 再生中に＋または－ボタンを押すと、［00］
～［30］の範囲で音量を調節できます。

V注意
イヤホンで聞くとき、音量をあまり上げる
と、聴覚障害、聴力低下を引き起こすおそ
れがあります。

ご注意
・ 耳への刺激を避けるため、音量を［00］
にしてからイヤホンを入れてください。

・ イヤホンを接続すると、スピーカから
音は出力されません。

・ 音量を規定以上にすると、警告画面が
表示される場合があります。

l（インデックス／
リピート）ボタン

{

A/Bリピート再生をする
再生中のファイルの一部分を繰り返し再生できます。

¥ A/B リピートしたいファイルを選び、再生を開始する
ø A/B リピート再生の開始位置で、lボタンを押し続ける
・ ［A］が点滅します。
・ ［A］が点滅中にファイルの終わりまで到達すると、そこが終了位置になり、
リピート再生を開始します。

π A/B リピート再生の終了位置で、もう一度lボタンを押し
続ける
・ ［A/B］が点灯します。
・ A-B 区間が確定し、A-B リピート再生を開始します。

A-B リピート再生を解除する

停止中または再生中にlボタンを押し続ける
・ 9または0ボタンを操作して開始位置や終了位置を超えたときもA-Bリピー
ト再生は解除されます。

{

0.5秒以上押す

短く押す

［ ］：現在のフォルダ内を繰り返し再生します。
［ ］：現在のファイルを繰り返し再生します。

¥ 停止中にlボタンを押し続ける
・ lボタンを押し続けると、リピートの設
定が切り替わります。

ø lボタンから手を離して設定を
確定する

{または {

ご注意
・ 通常の再生スピードに戻すには、［x 1.0］に設定
してください。（再生スピードの設定画面でpボ
タンを押し続けると、簡単に [x1.0]に戻せます。）

・ 再生スピードを変更するとノイズキャンセル機能は
使用できません。

・ 本機以外で録音したファイルは正常に動作しない場
合があります。その場合は再生スピードを落として
再生してください。

・ 再生ファイルのサンプリング周波数が 48kHzの場
合、WMA7ファイルの場合は最大 2倍速までの
早聞き再生になります。

・ ×0.5 倍速（遅聞き）～×1.0 倍速（通常）～×3.0 倍速（早聞き）まで選べます。
・ 電源を切っても変更した再生スピードはそのまま保持されます。
・ 再生スピードを変更すると電池の消耗が早くなります。

{

ご注意
・ ノイズキャンセル機能を使用すると電池の消耗が早くな
ります。

・ ノイズキャンセル機能を使用すると再生スピードは変更
できません。

ノイズキャンセル表示

再生中に操作します。

ノイズを軽減して再生する（ノイズキャンセル）

再生スピードを変更する（早聞き・遅聞き）

繰り返し再生する

0.5秒以上押す

リピート表示

0.5秒以上押す
録音した音声が聞き
取りにくいときは
ノイズキャンセルを
設定してください。

再生録音

録音シーン（録音したファイルの保存先フォルダ）

本機の動作状態（録音中）

録音経過時間

ファイル番号／フォルダ内の総ファイル数

現在のフォルダ

本機の動作状態（再生中）

再生経過時間

ファイル番号

音量

停止中または再生中
に操作します。

現在のファイルを再生後に、次のファイルの先頭で停止します。続け
て次のファイルを再生したいときは、リピートの設定を［ ］にして
ください。

ヒント
・ 電源が切れている状態からでも、録音スイッチ
を上側にスライドさせると、すぐに録音が始まり
ます。

電池表示

電池表示が［ ］に変わったら、電池残量が残りわずかです。早め
に新しい電池に交換してください。電池残量がなくなると、［ ］
と［LO］が表示され、動作が停止します。

1 電池を入れる

2 電源を入れる
¥ oボタンを押し続ける
・ 自動的に［時］表示が点滅します。「3 日付・時刻を合わせる」
の øに進んでください。

準備

ストラップ取り付け部
・ ストラップは同梱され
ていません。

ø 電池の -側を本機の
バネ接点に乗り上げな
いように、電池ボック
スに入れます。

¥ 電池カバーを上から押
しながらスライドさせ
て開きます。

π 電池の -側で本機のバ
ネ接点を押しながら
（1）、=側を下に押さえ
（2）、完全に装填します。
・ 電池が浮いている状態
で電池カバーを閉めな
いでください。

・ 電池カバー破損の原因
となるため電池カバー
は正しい手順で閉めて
ください。

[ 3の方向に引き出しま
す。

“ 本機と合わせます4。
] 5の方向にスライドさ
せます。

バネ接点

箱の中身を確認する
□ 本体
□ 単 4形アルカリ乾電池 （2本）
□ USBケーブル KP29（micro B）
□ 取扱説明書（保証書付）
・ 万一、不足していたり、破損していた場合には、お買い上げ販売店
までご連絡ください。また、同梱の USBケーブル KP29を紛失、
破損の際は、お買い上げ販売店までお問い合わせください。

シリアルナンバーについて

本機の電池室内にシリアルナンバーが記載されています。左の保証書
に書き写してください。

誤操作を防止する（録音・再生時）

oボタンを押し続ける
・ ディスプレイに［ホールド］が表示
され、動作中の状態を保ちます。

・ ホールド中でも録音スイッチのオ
ン・オフは動作します。

ホールドは以下の操作で解除できます。
・ ホールド中にoボタンを押し続ける。
・ 録音・再生が終了すると自動的に解
除されます。

3 日付・時刻・操作音を設定する
日付と時刻を設定しておくと、「いつ録音した」という情報がファイル
ごとに自動で記録されます。あらかじめ日付・時刻を合わせてください。

ご購入後初めてご使用になるときや電池を入れ替えたときは、自
動的に［時］表示が点滅します。［時］表示が点滅したら、設定を
行ってください。

ヒント 変更するには
 現在の日時、メモリ残量を確認およびスキップ間隔設定

をご覧ください

{

o（電源・ホールド）ボタン

電池表示

n（録音シーン・フォルダ／
ノイズキャンセル）ボタン

p（再生・一時停止）ボタン

m（マイク）ジャック

q（イヤホン）ジャック

－ボタン

ディスプレイ

9ボタン

録音スイッチ

k（消去）ボタン

内蔵スピーカ

＋ボタン

l（インデックス／リピート）ボタン

o（電源・ホールド）ボタン

LED表示ランプ

0ボタン

は、点滅を表します。ディスプレイの

各部のなまえ

❶
❷

シリアルナンバー記載箇所

再生スピード 本機の動作状態（早聞き）

初期設定：x1.0

停止中に操作します。

初期設定：会話

本機は録音を必要とするさまざまな場面で簡単かつ便利にお使いいた
だけるよう設計された ICレコーダーです。
最初に以下の手順でご使用の準備をお願いいたします。

内蔵マイク

初期設定：オフ

初期設定：オフ

n（録音シーン・フォ
ルダ／ノイズキャンセ
ル）ボタン

pボタン

（早聞き）

（遅聞き）

¥ ［時］表示が点滅している状
態で＋ボタン（1）または
－ボタン（2）を押して数字
を変更する

ø 9ボタン（3）またはp
ボタン（4）を押して次へ進む
・ 同様に¥とøを繰り返して［分］［年］
［月］［日］を設定します。
・ 時、分の設定中にnボタンを押
すと、12時間表示と 24時間表示が
切り替わります。

π pボタン（4）を押すと時
計が動き始めます
・ 自動的に操作音の設定画面が表示さ
れます。

[ 9ボタン（3）または
0ボタン（5）を押して［ON］
か［OFF］を選ぶ
［ON］： 操作音が鳴ります。
［OFF］： 操作音が鳴りません。

“ pボタン（4）を押して設
定を完了する
・ 本機のバージョン情報が表示され、
停止状態になります。

日時
設定

1

5

4

3

2

�

電源を切る（停止時）

oボタンを押し続ける
・ 電源を切っても既存のデー
タや各モードの設定、時計
設定などは保持されます。

オートパワーオフ
・ 電源を入れて 5 分以上
停止状態が続くと、自動
的に電源が切れます。

➡❺

➡

➡

❹

❸

再生を停止する pボタンを押す

・ 再生しているファイルの途中で停止します。電源を切っ
ても停止位置を記憶します。

早送り・早戻しする 再生中に9または0ボ
タンを押し続ける

・ ボタンから手を離すと、その位置から再生します。
・ ファイルの途中にインデックスマークやテンプマーク
がついているときは、その位置でいったん停止します。

スキップする 再生中に9ボタンを押す

・ 設定した間隔分だけ送って再生を開始します。
・ スキップ中にインデックスマークやテンプマークがつい
ているときは、その位置まで送って再生を開始します。

・ 設定時間を変更するにはスキップ間隔設定をご覧くだ
さい。

逆スキップする 再生中に0ボタンを押す

・ 3秒分だけ戻って再生を開始します。
次のファイルの
頭出しをする

停止中に9ボタンを押す

現在のファイルの
頭出しをする

停止中に0ボタンを押す

前のファイルの
頭出しをする

ファイルの先頭位置で0

ボタンを押す

・ 停止中に9または0ボタンを押し続けると、連
続してファイルをスキップします。

短く押す

トラブルで困ったときや
最新情報はこちら



パソコンでの活用について

本機をパソコンに接続して扱う場合の
注意事項

・ 本機からファイルをダウンロードしたり本機に
ファイルをアップロードすると、本機の LED 表
示ランプが点滅します。LED 表示ランプが点滅
中は決してUSB 接続を外さないでください。

・ パソコンでは本機ドライブを初期化しないでくだ
さい。パソコンで初期化した場合、正しく初期
化されません。

・ パソコン のファイル管理画面から、本機に保存
されているフォルダやファイルに対して移動や名
前の変更などの操作を行うと、ファイルの順番
が変わったり、ファイルを認識できなくなること
があります。

・ パソコン上の操作で本機ドライブの属性をリード
オンリー（読み取り専用）に設定しても、本機
ではデータの読み書きができますのでご注意く
ださい。

パソコンに接続する
¥ パソコンを起動する

ø USBケーブルをパソコンの USB
ポートに接続する

π 本機が停止してい
ることを確認し、
本機の USB端子
へ USBケーブル
を接続する
・ 接続が完了するとディ
スプレイに［PC］が
点灯します。

ヒント
・ パソコンの USB ポートについては、ご使
用のパソコンの取扱説明書をご覧ください。

ご注意
・ USB 端子は奥まで確実に差し込んでくださ
い。正しく接続されていない場合、正常に
動作しません。

・ USB ハブを経由して本機を接続すると、
動作が不安定になることがあります。この
場合、USB ハブを使用しないでください。

・ USB 接続ケーブルは必ず専用ケーブルをご
使用ください。他社製品をご使用の場合、
動作の保証はできません。またこの専用ケー
ブルを他社製品に接続することも絶対にお
やめください。

パソコンから取り外す

¥ 本機の LED 表示ランプが消灯し
ていることを確認し、USBケーブ
ルをパソコンから取り外す

ご注意
・ LED 表示ランプが点滅中は、絶対にUSB
接続を取り外さないでください。データが破
損するおそれがあります。

ファイルをパソコンに取り込む
内蔵マイクで録音したファイルは、パソコン上では
［RECORDER］という名前のフォルダの中に保
存されています。

RECORDERVN-551PC MEMO

TALK

MUSIC

LP

001

002

199

フォルダ

（メモ）

（会話）

（音楽）

（LP）ファイル

これらのファイルをパソコンへコピーしてください

ご注意
・ LED 表示ランプが点滅中は、絶対にUSB
接続を取り外さないでください。データが破
損するおそれがあります。

・ Mac OS の標準環境では、WMA 形式の
ファイルは再生できません。

安全に正しくお使いいただくために
ご使用前にこの内容をお読みのうえ、正しく安全にお使いください。また、お読みになったあとは、
いつでも見られるように必ずお手元に保管してください。
安全に関する重要事項
・ 安全に関する重要事項は、以下の表示と文章で示されます。あなたと他の人々への危害や財産への
損害を未然に防ぐために、必ず守ってください。

・ 表示の意味は、次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

V 危険 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う差し迫った危
険の発生が想定される内容を示しています。

V 警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

V 注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

本機について
V 警告
● 可燃性ガス、爆発性ガスなどが大気中に存在するお
それのある場所では使用しないでください。
･ 引火、爆発の原因となります。

● 分解、修理、改造をしないでください。
･ 感電、けがをするおそれがあります。

● 車両（自転車、バイク、車など）の運転をしなが
ら操作しないでください。
･ 交通事故などの原因となります。

● 本機を幼児、子供の手の届く範囲に放置しない
でください。
･ 幼児､ 子供の近くで使用するときは細心の注意を払
い、不用意に本機から離れないでください。幼児、
子供には警告・注意の内容の理解ができず、加えて
以下のような事故のおそれがあります。例えば
－ 誤ってイヤホンコードを首に巻き付け、窒息する。
－ 操作を誤りケガや感電事故などを起こす。

● 異臭、異常音、異常に熱い、焦げ臭い、煙が出るな
どの異常を感じたときはご使用を中止してください。
･ 火災ややけどの原因となることがあります。やけど
に注意しながらすぐに電池を取り出し、販売店、当
社修理センター、またはサービスステーションにご
連絡ください。（電池を取り外す際は、素手で電池
を触らないでください。また可燃物のそばを避け、
屋外で行ってください。）

● 水に落としたり、内部に水や金属、燃えやすい異
物が入ったら、
1 速やかに電池を抜いてください。
2 お買い上げ店または当社カスタマーサポートセン
ターへ修理をご依頼ください。そのまま使用する
と火災や感電の危険があります。

● 航空機内や病院など使用に制限のある場所では
使用をおやめになるか、その場所の指示に従って
ください。

● 本機をストラップで提げて持ち運んでいるときは、他
のものに引っかからないように注意してください。

V 注意
● 操作前から、音量を上げないでください。
･ 聴覚障害、聴力低下を引き起こすおそれがあります。

電池について
V 危険
● 火気のある場所に電池を置かないでください。
● 火の中への投入、加熱、= と - 極間のショート、
分解をしないでください。
･ 火災、破裂、発火、発熱の原因となります。

● 直接ハンダ付けしたり、変形・改造・分解をし
ないでください。

● 電池を持ち運んだり、保管する際は必ずケースに入れ
て、端子部分を保護してください。キーホルダーなど
の貴金属と一緒に、携帯･保管しないでください。
･ 発熱、感電、火災の原因となります。

● 電源コンセントや自動車のシガレットライターの
差し込み口などに直接接続しないでください。

● 直射日光のあたる場所、炎天下の車内、ストーブ
のそばなど高温になる場所で使用・放置をしない
でください。
･ 液漏れ、発熱、破裂などにより、火災、やけど、け
がの原因となります。

● 電池の液が目に入った場合は失明のおそれがあり
ますので、こすらず、すぐに水道水などのきれい
な水で十分に洗い流したあと、直ちに医師の診
断を受けてください。

V 警告
● 濡れた手で触ったり持ったりしないでください。
･ 感電や故障の原因となります。

● 外装にキズや破損がある電池は使用しないでください。
･ 破裂や発熱の原因となります。

● 電池は幼児・子供の手の届くところに置かないで
ください。
･ 幼児・子供が電池を飲み込むおそれがあります。飲み
込むと、火傷、軟組織の貫通、及び死に至る場合があ
ります。重度の火傷は、摂取から 2時間以内に発生す
るおそれがあります。万一飲み込んだ場合は、直ちに
医師に相談してください。

● 水や海水などにつけたり、端子部を濡らさないで
ください。

● 液漏れ、変色、変形、その他の異常が発生した
場合は、使用を中止してください。

● 電池の液が皮膚・衣類へ付着すると、皮膚に傷害
を起こすおそれがありますので、直ちに水道水な
どのきれいな水で洗い流してください。

V 注意
● 電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないでく
ださい。

● 外装シール（絶縁被覆）の破れた電池を使わない
でください。

● 長期間使用しないときは、必ず電池を取り出して
ください。

● 使えなくなった電池は速やかに本機から取り出し
てください。
･ 液漏れのおそれがあります。

● 指定された種類以外の電池を使用しないでくだ
さい。

● 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を
使用しないでください。

充電式電池の廃棄について
● 使用済みの充電式電池は貴重な資
源です。充電式電池を捨てる際には、
=と -端子をテープなどで絶縁し
てから最寄の充電式電池リサイクル
協力店にお持ちください。

 詳しくは一般社団法人 JBRCホー
ムページ（ht tps://www.jbrc.
com）をご覧ください。

使用上のご注意
･ 直射日光下の車の中や夏の海岸な
ど、高温・多湿の場所に放置しないでください。

･ 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。
･ 水気がついたら、すぐに乾いた布で水分を拭き取っ
てください。特に塩分は禁物です。

･ テレビ・冷蔵庫などの電気製品の上や近くに置か
ないでください。

･ 砂や泥をかぶらないようにご注意ください。修理
不可能なほどの故障になることがあります。

･ 強い振動やショックを与えないでください。
･ 水気の多い場所で使用しないでください。
･ 磁気カード（銀行のキャッシュカードなど）をスピー
カやイヤホンの近くに置くと、磁気カードに格納さ
れたデータに異常が生じることがあります。

･ 録音中や再生中に ICレコーダーを電灯線・蛍光灯・
携帯電話などに近づけないでください。ノイズが
入ることがあります。

＜データ消失に関する注意事項＞
･ 内蔵メモリへの記録内容は、誤操作、機器の故障、
修理などで破壊されたり消えることがあります。

･ また、内蔵メモリは長時間の保存や繰り返し使用
するうちに書き込みや読み出し、消去などができ
なくなることがあります。

･ 大切な記録内容はパソコンのハードディスクや他
の記録メディアにバックアップし、保存されること
をおすすめします。

･ 記録されたデータの破壊・消失による損害および
逸失利益などに関しては、その内容や原因に関わ
らず、当社では一切その責任を負いかねますので
ご了承ください。

＜録音したファイルに関する注意事項＞
･ 本機やパソコンの故障により、録音したファイルが
消去されたり再生不能となった場合でも、当社では
一切その責任を負いかねますのでご了承ください。

･ あなたが録音したものは、個人として楽しむなど
のほかは、著作権法上、権利者に無断で使用する
ことはできません。

＜本機の譲渡や廃棄に関する注意事項＞
･ 初期化や消去を行っても、ファイルの管理情報が更新
されるだけで内蔵メモリに記録したデータは完全には
消去されません。譲渡または廃棄の際には、初期化し
たあと、残り時間がなくなるまで無音録音するなどし
て、個人情報の流出を防いでください。

＜電波障害自主規制について＞
この装置は、クラス B機器です。この装置は、
住宅環境で使用することを目的としていますが、
この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接
して使用されると、受信障害を引き起こすこと
があります。取扱説明書に従って正しい取り扱
いをしてください。

VCCI-B

接続ケーブルは、必ず当製品指定のものをお使いください。指定品以外では、VCCI協会の技術基準を
超えることが考えられます。

お手入れ
● 本機が汚れたときは、柔らかい布でやさしく拭いてください。汚れがひどい場合は、うすめた低刺激のせっけん
水に布を浸して、固く絞ってから汚れを拭き取り、そのあと、乾いた布でよく拭いてください。

● ディスプレイが汚れたときは、柔らかい布でやさしく拭いてください。

ご注意
ベンジンやアルコールなどの強い溶剤や化学雑巾は使わないでください。

故障かな？と思ったら
症状 警告表示 考えられる原因 対処方法

ディスプレイに何も
表示されない。

‐ 電池が正しく入っていない。 電池の =と -を確かめてください。
‐ 電源が切れている。 電源を入れてください。

操作できない。 ‐ ホールドがかかっている。 ホールドを解除してください。
録音できない。 FULL メモリ残量がない。 必要のないファイルを消去してください。

FULL ファイル件数が最大記録件数
（199件）になっている。

必要のないファイルを消去してください。

再生音が聞こえない。 ‐ qジャックにイヤホンを接続
している。

内蔵スピーカから出力する場合、イヤ
ホンを取り外してください。

‐ 音量が［00］になっている。 音量を調節してください。
音声ファイルがない。 NO FILE 録音したフォルダではない。 他のフォルダを選び直してください。
ファイルが消去でき
ない。 LOCK ファイルロックがかかっている。 ファイルロックを解除してください。

インデックスマーク・
テンプマークが付け
られない。

FULL マーク件数が最大（99件）に
なっている。

必要のないマークは消去してください。

LOCK ファイルロックがかかっている。 ファイルロックを解除してください。

LOCK 読み取り専用ファイルである。 ファイルロックを解除するかパソコンで
読み取り専用の設定を解除してください。

再生スピードが速い
（遅い）ように感じる。 ‐

再生スピードが変更されている。 再生スピードの設定を［x1.0］にして
ください。

主な仕様
記録メディア：内蔵型 NAND FLASHメモリ（4 GB）
記録・再生形式：WMA形式
サンプリング周波数：WMA 32 kbps／ 44.1 kHz

WMA 16 kbps／ 22.05 kHz
WMA 5 kbps／ 8 kHz

ヘッドホン最大出力：3 mW＋ 3 mW（16Ω負荷時）
スピーカ：φ 20 mm丸型ダイナミックスピーカ内蔵
マイクジャック：φ 3.5 mm インピーダンス 2 kΩ
イヤホンジャック：φ 3.5 mm インピーダンス 8Ω以上
スピーカ実用最大出力：200 mW（スピーカ 8Ω）
電源：単 4形乾電池（LR03）2本
・本機では、付属の単４形アルカリ乾電池、充電式ニッケル水素電池単 4形（別売）をお使いに
なれます。

・本機ではニッケル水素電池は充電できません。
周波数特性：

録音時 再生時※

メモ 200 Hz～ 7 kHz

20 Hz～ 20 kHz
会話 200 Hz～ 13 kHz
音楽 40 Hz～ 13 kHz
LP 200 Hz～ 3 kHz

※ 周波数特性の上限値・下限値は各録音フォーマットによります。
電池持続時間：以下の値はあくまでめやすです。

内蔵マイク録音時 スピーカ再生時 イヤホン再生時
会話・音楽 約 52時間 約 21時間 約 45時間
メモ 約 52時間 約 22時間 約 46時間
LP 約 60時間 約 23時間 約 46時間

･ 電池持続時間は当社試験法によるものです。使用電池、使用条件により大きく変わります。
録音時間：以下の値はあくまでめやすです。

録音時間※ １ファイルあたりの最長録音時間
会話・音楽（WMA 32 kbps） 約 251時間 約 26時間 40分
メモ（WMA 16 kbps） 約 495時間 約 53時間 40分
LP（WMA 5 kbps） 約 1570時間 約 148時間 40分

※ 小刻みに録音を繰り返したときは、録音可能時間がこれより短くなる場合があります。
外形寸法：108 mm× 37.5 mm× 20 mm（最大突起部含まず）
質量：67 g（電池含む）
使用温度：0～ 42℃
･ 本機の仕様および外観は性能改良などのため、予告なく変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。

{

ご注意
・ 操作中に 8 秒間何も操作しないと停止状態に戻ります。
・ ファイルロックをかけてあるファイルや読み取り専用に設定されているファイルは消去されません。
・ 本機で認識できないファイルは消去できません。パソコンに接続して消去してください。
・ 消去を完了するまで数十秒かかる場合があります。処理中は電池を取り外さないでください。また、処理
中に電池が切れることがないように電池残量が少ない場合は、新しい電池に交換してください。

あらかじめ消去したいファイル、またはすべてのファイルを消去するフォルダを選んで、本機を停止状態にしてください。

初期化すると記録されているファイルはすべて消去されます。大切なファイルはパソコンに転送してから初期化してください。
（初期化の確認画面は 2回表示されます。初期化するときは［YES］を選択し、pボタンを押してください。）

ご注意
・ 本機をパソコンから初期化することは絶対にしないでください。
・ 初期化をすると、ファイルロックをかけたファイルや読み取り専用ファイルを含む既存のデータはすべて消去されます。
・ 日時設定や各項目で設定した内容は初期化前の情報を保持します。
・ 初期化を完了するまで数十秒かかる場合があります。処理中は電池を取り外さないでください。また、処理中に電池が切れることがないように電池残量が少ない場合は、新し
い電池に交換してください。

・ 初期化や消去を行っても、ファイルの管理情報が更新されるだけで内蔵メモリに記録したデータは完全には消去されません。譲渡または廃棄の際には、初期化したあと、残り
時間がなくなるまで無音録音するなどして、個人情報の流出を防いでください。

アクセサリー（別売）

本機で作成したファイルにはインデックスマークが付けられます。他のOMデジタルソリューションズ製またはオリンパス製レコーダー
で作成されたファイルではインデックスマークが付けられないことがあります。インデックスマークが付けられないファイルにはテンプ
マークが付けられます。また他社製の機器で作成されたファイルにはテンプマークが付けられます。

ご注意
・ テンプマークは一時的なマーキングです。他のファイルへ切り替えたり、パソコンに接続
すると自動的に消去されます。

・ インデックスマーク・テンプマークは 1 つのファイル内に最大で 99 件まで付けることがで
きます。99 件を超えてインデックスマークマーク・テンプマークを付けようとすると［FULL］
と表示されます。

・ ファイルロックをかけてあるファイルは、インデックスマーク・テンプマークを付けたり消
去することができません。ファイルロックの詳細は「ファイルの誤消去を防止する（ファイ
ルロック）」をご覧ください。

・ ファイルの先頭にはインデックスマーク・テンプマークを付けられません。
・ 本機で作成したファイルをパソコンで再生など行うと、インデックスマークを付けられなく
なることがあります。

インデックスマーク・テンプマークを付けたあと
も録音または再生は続きます。

あらかじめロックをかけたいファイルを選び、ファイルの先頭で停止させてください。

{ { {

{ {

k（消去）
ボタン

初期化する

{ {{ {{

3秒以上押す

インデックスマーク・テンプマークを付ける

停止中に操作します。

{
インデックス番号
インデックス表示

ファイルにロックをかけることにより、重要なファイルの誤消去を防止できます。ロックがかかっているファイルは、フォルダ内のファイ
ルを全消去しても消去されません。

ファイルの誤消去を防止する（ファイルロック）

停止中に操作します。

{
ファイルロック表示

ファイルロックを解除する

ロックをかけたファイルの先頭で停止させ、lボタンを押してください。

本機専用のアクセサリーについて詳しくは
当社ホームページをご覧ください。

モノラルマイクロホン（単一指向性）：
ME52W
周囲の雑音の影響を軽減し、離れた場所の音
を録音したい場合に使用します。

卓上ズームマイクロホン（単一指向性）：
ME34
マイクスタンドと一体化しているので、テーブ
ルに設置して会議や講義など離れた場所の音を
録音したい場合に適しています。

モノラルタイピンマイク（全指向性）：
ME15
タイピン型ホルダー付きの目立たない小型マイクです。

テレホンピックアップマイクロホン：TP8
イヤホン型マイクを耳に入れてそのまま通話で
きます。電話の声や会話を明瞭に録音できます。

コネクティングコード：KA333
両端がステレオミニプラグ（φ 3.5）の抵抗入り接続
コードです。イヤホン出力をライン入力に接続して
録音する場合に使用します。モノラルミニプラグ（φ 
3.5）、またはモノラルミニミニプラグ（φ 2.5）への
変換プラグアダプタ（PA331/PA231）も同梱して
います。

キャリングケース：CS131

ファイルを消去する

停止中にpボタンを押し続けるとメモリ残量、現在日時が表示され、さらに押し続けるとスキップ間隔設定画面になり
ます。続けて日付、時刻、操作音も設定できます。
日付、時刻の設定・操作音の設定は「3 日付・時刻・操作音を設定する」をご覧ください。

現在の日時、メモリ残量を確認およびスキップ間隔設定

停止中に操作します。

{

押し続ける

{

録音可能な残り時間 現在の日付
スキップ間隔
設定画面

消去や初期化で消した
ファイルは元に戻せま
せん。
操作前に十分ご確認く
ださい。

消去

この画面で、1件のファイルを消去するときは0ボタンを押して、フォ
ルダ内のファイルをすべて消去するときはkボタンを押してください。

インデックスマーク・テンプマークを消去する

消去したいインデックスマーク・テンプマークを選び、ディスプレイにインデッ
クス・テンプ番号が表示されている間（約 2秒間）にkボタンを押してください。
消去したインデックスマーク・テンプマーク以降の番号は自動的に繰り上がります。

1件のファイルを消去するとき

フォルダ内のファイルをすべて消去するとき

初期設定：オフ

l（インデックス／
リピート）ボタン

lボタン

pボタン

{

現在の時刻

スキップ
間隔設定

大変便利
長時間録音したファイルでも
インデックス位置まで瞬時に移動

¥ 9または0ボタンを押してスキップ間隔時間を選ぶ
［F］（ファイル）： 次のファイルの先頭へスキップします。
［10］（10秒）： 10秒間スキップします。
［30］（30秒）： 30秒間スキップします。
［60］（60秒）： 60秒間スキップします。

ø pボタンを押して設定を完了する
π 設定画面になるので、「3日付・時刻・操作音を設定する」の設定を行う

oボタンを押すと設定画面を終了することができます。

ご注意
・ スキップ設定時間中にインデックスマークやテンプマークがついているときは、そのインデックス・テンプマークの位
置にスキップします。

{

短く押す

短く押す

短く押す

インターネットでの情報入手
https://om-digitalsolutions.com/
「OMデジタル」でインターネット検索するか、
上記 URLまたはQRコードよりご確認ください。

最新サポート情報
アクセサリー対応情報やよくあるご質問（Q&A）、
各種最新情報はQRコードよりご確認ください。

※ 記載内容は変更されることがあります。


